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＜連絡事項＞
・当直医への連絡は、不在時に番号が残るよう、PHSから掛けるようにしてください。

＜入室状況＞
【入院】
・豊川　フク様～東A8号室

＜患者様連絡事項＞
・田中　敬様～ケトプロフェンテープ2P処方。

・橋本　キヨエ様～船場Dr.診察。軟便続いており、鮮血やコアグラ混じりであること報告。現在7分粥まで食事UPしているが、このまま1週間程度は食事変更せず維持。また、大建中湯も継続の指示あり。

[bookmark: _GoBack]・赤石　陽介様～夕のパンを米飯へ変更。

・溝口　弘子様～朝昼パンへ変更希望あり。カレー等はパンに変更せず提供する。
・米内　進様～入院時検査終了し、状態落ち着いていたら南病棟への転出可の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や大声、奇声、詰所に入室することあり、自制出来ず開放観察早めに終了している。自室内での脱衣行為、不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。内服薬に関する不満言動あり。不穏さはなし。12:00本人希望にてロキソプロフェン(60)1T内服。自室内で読書をし過ごされる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜要注目患者様＞
・藤井　崇史様～表情の硬さ持続しているが、不満の訴え聞かれず、拒薬もなし。スタッフ対応も落ち着いている。

・藤井　理代様～ユニット内徘徊あり、時折妄想言動聞かれるもトラブルなく過ごされる。不穏さなし。

＜金Dr.診察情報＞
・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和6年1月15日 12:00　
氏　　名：豊川　フク（とよかわ　ふく）様
生年月日：昭和17年5月7日（81歳）
病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
診 察 医：塩谷Dr.
主 治 医：柞木田Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Aユニット
　
＜経過＞
　H28年頃柏崎メディカルクリニックにてアルツハイマー型認知症の診断を受け薬物療法開始。4・5年程前より物忘れが気になるようになり、同じことを何度も話すことや物の置き場所が分からないこと、財布を探せなくなり同居している長女に対しての物盗られ妄想が出現。ここ1・2年で易怒性が強まり、物を投げつけることや食事を拒否するなどの様子もみられている。物盗られ妄想から夜間の睡眠も不安定になることあり。デイサービスがない日は1日中物探しをしている状態。長女の仕事の都合などで、隣の地区に住んでいる妹宅に宿泊することがあった。その際に怒り、妹宅を飛び出て自宅に帰ろうとするも、道が分からなくなり、通りがかりの人の介入で近くのスーパーで保護して貰うこともあった。対応に疲弊しており介護負担も強く、入院加療の希望あり。
R6.1.15症状の改善・環境調整目的にて、東病棟へ医療保護入院となる。

